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化 学物質等安全デ ー タ シ ー ト

1 化 学物質等及び 会 社情報

• ［ 化 学物質等の 名称（ 製品名）］ ｎ ａ ｘ 　マ ルチ 　＃ ２０スタ ン ダ ー ド ウ レタ ン シ ン ナ －

• ［ 会 社名］ 日本ペ イン ト 株 式会 社

• ［ 住所］ 大阪市北区大淀北２－ １－ ２

• ［ 管理部門］ 環境品質本部 　製品環境部

• ［ 作成部門］ オー ト リ フ ィニ ッ シ ュ事業部 　技術部

◦ 電話番号 072-839-9079
◦ フ ァ クシ ミ リ 番号 072-838-9811

• ［ 連絡先］ オー ト リ フ ィニ ッ シ ュ事業部 　技術部

◦ 担当者山城登

◦ 電話番号 072-839-9079
◦ フ ァ クシ ミ リ 番号 072-838-9811

• ［ 製品の 種類］ 塗料／ 接着剤

• ［ 用途］ 塗料・ 表面処理剤・ そ の 他

2 危険有害 性の 要約

【 最重要危険有害 性及び 影響／ 特定の 危険有害 性】

• ［ 人の 健康に 対す る 有害 な 影響］ 　

吸入す る と 有害

飲み込むと 有害 の お そ れ

皮膚刺激

重篤な 眼 への 刺激

発が ん の お そ れ の 疑い

生殖能ま たは 胎児への 悪 影響の お そ れ

臓器の 障害 (単回 暴露)
長期ま たは 反復暴露に よ る 臓器の 障害

飲み込み、 気道に 侵入す る と 生命に 危険の お そ れ

• ［ 環境への 影響］ 　

水生生物に 毒性 (急性)
長期的影響に よ り 水生生物に 毒性

• ［ 物理的及び 化 学的危険性］ 　

非常に 燃え や す い 液体で あ る 。 蒸気が 滞留す る と 爆発の 恐れ が あ る 。

【 GHS 分類】

• ［ 絵 表示］

• ［ 注意喚起 語］
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テキストボックス
・化学物質等の名称（製品名）：Ｐ３　Ｌクリヤーミニセット　シンナー

・会社名：株式会社カナイ

・住所：京都府京都市南区唐橋堂ノ前町１

・電話番号：０７５－６９１－５０６６

・責任者：金井健

・緊急連絡先：同上

・製品の種類：塗料　接着剤

・製品の用途：塗料　表面処理
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◦ 危険
• ［ 危険有害 性情報］

◦ 引火 性の 高い 液体お よ び 蒸気
飲み込むと 有害 の お そ れ
吸入す る と 有害
皮膚刺激
強い 眼 刺激
発が ん の お そ れ の 疑い
生殖能力ま たは 胎児への 悪 影響の お そ れ
臓器の 障害 （ 単回 暴露）
長期に わ たる ま たは 反復暴露に よ る 臓器の 障害
飲み込ん で 気道に 侵入す る と 生命に 危険の お そ れ
水生生物に 毒性（ 急性）
長期的影響に よ り 水生生物に 毒性

• ［ 物理化 学的危険性］

◦ 引火 性液体:区分 2

• ［ 健康に 対す る 有害 性］

◦ 急性毒性－ 経口:区分 5
◦ 急性毒性－ 吸入（ 粉塵、 ミ スト ） :区分 4
◦ 皮膚腐食性／ 刺激性:区分 2
◦ 眼 に 対す る 重篤な 損傷／ 刺激性:区分 2
◦ 発が ん 性:区分 2
◦ 生殖毒性:区分 1A
◦ 特定標的臓器／ 全身毒性－ 単回 ば く 露:区分 1(、 呼吸器、 肝臓、 中枢神経系、 腎臓、 中枢神経、 呼吸器系、 中枢神経系)、 区分 2(呼
吸器系、 中枢神経系)、 区分 3(気道刺激性、 麻酔作用、 麻酔作用)

◦ 特定標的臓器／ 全身毒性－ 反復ば く 露:区分 1(全身毒性、 呼吸器、 神経系、 中枢神経系、 腎臓、 肝臓、 )
◦ 吸引性呼吸器有害 性:区分 1

• ［ 環境に 対す る 有害 性］

◦ 水生環境有害 性－ 急性:区分 2
◦ 水生環境有害 性－ 慢性:区分 2

• ［ 注意書き ］

◦ 予防策

∗ 本来の 用途以外 に 使用し な い で く だ さ い

∗ 使用前に 取扱説明書を理解 し て 、 取り 扱っ て く だ さ い 。

∗ 熱／ 火 花 ／ 炎 ／ 高温 の も の の よ う な 着火 源か ら遠 ざ け て く だ さ い 。 － 禁煙 で す 。

∗ 容器を密閉し て く だ さ い 。

∗ 容器お よ び 受器を接地し て く だ さ い 。

∗ 防爆型の 電気機器／ 換気装置／ 照明機器を使用し て く だ さ い 。

∗ 火 花 を発生し な い 工具を使用し て く だ さ い 。

∗ 粉じ ん ／ ガス／ 蒸気／ スプレー 等を吸入し な い で く だ さ い 。

∗ 屋 外 ま たは 換気の 良い 場所で の み使用し て く だ さ い 。

∗ 必要な 時以外 は 、 環境への 放出を避け て く だ さ い 。

∗ こ の 製品を使用す る 時に 、 飲食ま たは 喫煙 をし な い で く だ さ い 。

∗ 取扱い 後は 、 手洗い お よ び う が い を十分に 行っ て く だ さ い 。

∗ 適切な 保護手袋／ 防毒マ スクま たは 防塵マ スク／ 保護眼 鏡／ 保護面／ 保護衣を着用し て く だ さ い 。

∗ 必要に 応じ て 個人用保護具を使用し て く だ さ い 。

◦ 応急措置

∗ 吸入し た場合：被災者を空気の 新鮮な 場所に 移し 、 呼吸し や す い 姿勢で 休息さ せ て く だ さ い 。

∗ 直ちに 医師に 連絡し て く だ さ い 。

∗ 飲み込ん だ 場合：気分が 悪 い 時は 、 医師に 連絡し て く だ さ い 。 口をす す い で く だ さ い 。

∗ 眼 に 入っ た場合：水で 数分間注意深く 洗っ て く だ さ い 。 次に 、 コン タ クト レン ズを着用し て い て 容易に 外 せ る 場合は 外 し て
く だ さ い 。 そ の 後も 洗浄を続け て く だ さ い 。

∗ 眼 の 刺激が 続く 場合は 、 医師の 診断／ 手当て を受け て く だ さ い 。

∗ 皮膚や 髪に 付い た場合、 直ちに 、 汚染さ れ た衣類をす べ て 脱ぎ 取り 除い て く だ さ い 。 皮膚を流水か シ ャ ワー で 洗っ て く だ
さ い 。

∗ 皮膚に 付い た場合、 多量の 水と 石鹸で 洗っ て く だ さ い 。

∗ 取り 扱っ た後、 手を洗っ て く だ さ い 。

∗ 皮膚刺激ま たは 発疹が 生じ た場合は 、 医師の 診断／ 手当て を受け て く だ さ い 。

∗ 直ちに 、 す べ て の 汚染さ れ た衣類を脱い で く だ さ い ／ 取り 除い て く だ さ い 。 再使用す る 場合に は 洗濯し て く だ さ い 。
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∗ 粉塵、 蒸気、 ガス等を吸い 込ん で 気分が 悪 く な っ た時に は 、 安静に し 、 必要に 応じ て で き る だ け 医師の 診察を受け て く だ
さ い 。

∗ 暴露し た時、 気分が 悪 い な ど の 症状が あ る 場合は 、 医師に 連絡し て く だ さ い 。

∗ 緊急の 洗浄剤が 必要な 場合、 直ちに 特別処置を実施す る 。

∗ 火 災時に は 、 炭酸ガス、 泡ま たは 粉末消火 器を用い て く だ さ い 。

∗ 水を消火 に 使用し な い 。 適切な 消火 剤と し て 、 粉末、 乾 燥砂が あ る 。

∗ 容器か らこ ぼ れ た時に は 、 布で 拭き 取っ て 水を張っ た容器に 保管し て く だ さ い 。

◦ 保管

∗ 施錠し て 子供の 手の 届か な い と こ ろ に 保管し て く だ さ い 。

∗ 直射日光や 水濡れ は 厳禁で す 。

∗ 塗料等の 缶の 積み重ね は ３段ま で と し て く だ さ い 。

∗ 日光か ら遮断し 、 換気の 良い 場所で 保管し て く だ さ い 。 輸送中も ５０℃ 以上の 温 度に 暴露し な い で く だ さ い 。

◦ 廃棄

∗ 内容物／ 容器を廃棄す る 時に は 、 国／ 地方自治体の 規 則に 従っ て 産業廃棄物と し て 廃棄し て く だ さ い 。

∗ 塗料、 塗料容器、 塗装具を廃棄す る 時に は 、 産業廃棄物と し て 処理し て く だ さ い 。 容器、 塗装具な ど を洗浄し た排水は 、 そ
の ま ま 地面や 排水溝に 流す と 環境に 悪 影響を及ぼ す お そ れ が あ り ま す の で 、 排水処理場な ど の 施設に 持ち込むか 、 産業廃棄
物処理業者に 処理を依頼し て く だ さ い 。

3 組成、 成分情報

【 単一化 合物・ 混合物の 区分及び 毒物・ 劇物の 区分】

• 混合物

【 化 学物質等の 化 学特性／ 危険有害 成分】

化 学名 CAS No. 濃度％ 備考
濃度範囲％ (1) (2) (3) (4) (5) (6)

エ チ ルベ ン ゼ ン 100-41-4 6.7 – 53 – 70 – –
キシ レン 1330-20-7 35 – 80 – 136 – –
１、 ２、 ４－ ト リ メ チ ルベ ン ゼ ン 95-63-6 1.2 – 296 – 404 – –
ト ルエ ン 108-88-3 20 – 300 – 407 – –
メ チ ルイソ ブ チ ルケト ン 108-10-1 15～ 20 – – – 569 – *a)
酢酸ノ ルマ ル－ ブ チ ル 123-86-4 10～ 15 – – – 181 – *b)
酢酸エ チ ル 141-78-6 1～ 5 – – – 177 – *c)
低沸点芳香族ナ フ サ （ 石油ナ フ サ ） 64742-95-6 1～ 5 – – – 330 – –
プロ ピ レン グリ コー ルモ ノ メ チ ルエ ー テ ルアセ テ ー
ト

108-65-6 1～ 5 – – – – – *d)

エ チ ル 　３－ エ ト キシ プロ ピ オネ ー ト 763-69-9 1～ 5 – – – – – –

【 注１】 (1) は PRTR 法施行令別表第一の 特定第１種指定化 学物質に 該 当す る 「 号の 番号」
(2) は PRTR法施行令別表第一の 第１種指定化 学物質 (ただ し (1)を除く ) に 該 当す る 「 号の 番号」
(3) は PRTR 法施行令別表第二の 第２種指定化 学物質に 該 当す る 「 号の 番号」
(4) は 安衛法 57 条の ２に か か わ る 施行令別表第９の 通知対象物に 該 当す る 「 号の 番号」
(5) は 企業秘欄
(6) は 自治体（ 都道府県、 政令指定都市)独自設定の PRTR対象物質 (国が 定め る PRTR法対象物
質を除く ）
　 　 　*a) さ い たま 市、 群馬県、 堺市、 埼玉県、 大阪市、 大阪府、 東京都、 福島県
　 　 　*b) 茨城県、 群馬県、 堺市、 大阪市、 大阪府、 東京都、 福島県
　 　 　*c) 茨城県、 群馬県、 堺市、 千葉県、 大阪市、 大阪府、 東京都、 福島県
　 　 　*d) 堺市、 大阪市、 大阪府

【 注２】 化 合物の 異性体に お い て PRTR法で 一部の 異性体を号の 名称と 定め て い る 場合 (A と す る ) と 安衛
法で は 異性体全体の 総称で 号の 名称を定め て い る 場合 (B と す る )、 B は Aを除い た濃度で 示す 。

【 注３】 濃度％ 、 濃度範囲％
(1)PRTR 法該 当物質は 濃度％ で 、 安衛法 57 条の ２該 当物質は 濃度範囲％ で 示す 。
(2)PRTR 法該 当の 金属化 合物等の 場合で は 、 下 欄外 に 含有量％ の 計算根拠を記 載し て い る 。
(3) 表の 中の 数字が 括 弧で 囲ま れ て い る 場合は 、 次の 場合
(3-1) 対象物質で あ る が 、 規 定値以下 で あ る 場合。
(3-2) 下 の 欄外 に 計算表が あ る 場合で 金属量等が PRTR 報告の 対象と な る 場合。
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4 応急措置

• ［ 吸入し た場合］

◦ 蒸気、 ガス等を大量に 吸い 込ん だ 場合に は 、 直ちに 空気の 新鮮な 場所に 移し 、 暖か く 安静に す る 。 呼吸が 不規 則か 、 止ま っ て い
る 場合に は 人工呼吸を行う 。

◦ 嘔吐物は 飲みこ ま せ な い よ う に す る 。

◦ 直ちに 医師の 手当て を受け る こ と 。

◦ 蒸気、 ガス等を吸い 込ん で 気分が 悪 く な っ た場合に は 、 空気の 清浄な 場所で 安静に し 、 医師の 診断を受け る こ と 。

• ［ 皮膚に 付着し た場合］

◦ 付着物を布に て 素早く 拭き 取る 。

◦ 大量の 水及び 石鹸又は 皮膚用の 洗剤を使用し て 充分に 洗い 落と す 。 溶剤、 シ ン ナ ー は 使用し な い こ と 。

◦ 速や か に 医師の 診断を受け る こ と 。

• ［ 目に 入っ た場合］

◦ 直ちに 大量の 清浄な 流水で １５分以上洗う 。

◦ 次に コン タ クト レン ズを着用し て い て 容易に 外 せ る 場合は 外 す こ と 。

◦ ま ぶ たの 裏ま で 完全に 洗う こ と 。

◦ 直ちに 医師の 診断を受け る こ と 。

• ［ 応急措置をす る 者の 保護］ 適切な 保護具（ 保護メ ガネ 、 防護マ スク、 手袋等） を着用す る 。

換気を行う 。

5 火 災時の 措置

• ［ 適切な 消火 剤］ 　 　 　

( 　) 水、 (○) 炭酸ガス、 (○) 粉末、 (○) 泡、 ( 　) 乾 燥砂、 ( 　) そ の 他
• ［ 消火 方法］

◦ 適切な 保護具 (耐熱性着衣な ど )を着用す る 。
◦ 可 燃性の も の を周囲か ら素早く 取り 除く 。

◦ 指定の 消火 剤を使用す る こ と 。

◦ 高温 に さ らさ れ る 密封容器は 水を掛 け て 冷却す る 。

◦ 消火 活 動は 風上よ り 行う 。

◦ 水を消火 に 用い て は な らな い 。

6 漏出時の 措置

【 人体に 対す る 注意事項、 保護具及び 緊急時措置】

• 作業の 際に は 適切な 保護具（ 手袋、 保護マ スク、 エ プロ ン 、 ゴ ー グル等） を着用す る 。

• 周辺を立ち入り 禁止に し て 、 関係者以外 を近づ け な い よ う に し て 二次災害 を防止す る 。

• 付近の 着火 源・ 高温 体及び 付近の 可 燃物を素早く 取り 除く 。

• 着火 し た場合に 備え て 、 適切な 消火 器を準備す る 。

• 衝撃、 静電気に て 火 花 が 発生し な い よ う な 材質の 用具を用い て 回 収す る 。

【 環境に 対す る 注意事項】

• 河 川等へ排出さ れ 、 環境への 影響をお こ さ な い よ う に 注意す る 。

【 封じ 込め 及び 浄化 の 方法・ 機材】

• 漏出物は 、 密閉で き る 容器に 回 収し 、 安全な 場所に 移す 。

• 付着物、 廃棄物な ど は 、 関係法規 に も と ず い て 処置をす る こ と 。

• 大量の 流出に は 盛土で 囲っ て 流出を防止す る 。

• 乾 燥砂、 土、 そ の 他の 不燃性の も の に 吸収さ せ て で き る だ け 早く 回 収す る 。
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7 取扱い 及び 保管上の 注意

【 取扱い 】

• 換気の 良い 場所で 取り 扱う 。

• 容器は そ の 都度密栓す る 。

• 周辺で 火 気、 スパ ー ク、 高温 物の 使用を禁止す る 。

• 静電気対策の ため 、 装置等は 接地し 、 電気機器類は 防爆型 (必要に よ り 安全増型)を使用す る 。
• 工具は 火 花 防止型の も の を使用す る 。

• 使用済みウ エ ス、 塗料カ ス、 スプレー ダ スト 等は 廃棄す る ま で 水に 漬け て お く 。

• 作業中は 、 帯電防止型の 作業服、 靴を使用す る 。

• 皮膚、 粘膜、 又は 着衣に 触れ たり 、 目に 入らぬ よ う 保護具を着用す る 。

• 取り 扱い 後は 手・ 顔等を良く 洗い 、 休憩所等に 手袋等の 汚染保護具を持ち込ま な い 。

• 密閉さ れ た場所に お け る 作業に は 、 十分な 局所排気装置を付け 、 適切な 保護具を着け て 作業す る こ と 。

【 保管】

• 日光の 直射を避け る 。

• 通風の よ い と こ ろ に 保管す る 。

• 火 気、 熱源か ら遠 ざ け て 保管す る 。

8 暴露防止及び 保護措置

【 設備対策】

• 取扱い 設備は 防爆型を使用す る 。

• 排気装置を付け て 、 蒸気が 滞留し な い よ う に す る 。

• 液体の 輸送、 汲み取り 、 攪拌等の 装置に つ い て は アー スを取る よ う に 設備す る こ と 。

• 取扱い 場所の 近く に は 、 高温 、 発火 源と な る も の が 置か れ な い よ う な 設備と す る 。

• 屋 内取り 扱い 作業の 場合は 、 作業者が 直接暴露さ れ な い 設備と す る か 、 局所排気装置等に よ り 作業者が 曝露か ら避け られ る よ う な 設
備に す る 。

• タ ン ク内部等の 密閉場所で 作業す る 場合に は 、 密閉場所の 底部ま で 十分に 換気で き る 装置を取り 付け る こ と 。

• ［ 許容濃度］

化 学名 管理濃度 (ppm) 管理濃度 (mg/m3) ACGIH(ppm) ACGIH(mg/m3)
エ チ ルベ ン ゼ ン – – 100 –
メ チ ルイソ ブ チ ルケト ン 50 – 30 –
ト ルエ ン 20 – 20 –
酢酸ノ ルマ ル－ ブ チ ル 150 – 150 –
キシ レン 50 – 100 –
酢酸エ チ ル 200 – 400 –
低沸点芳香族ナ フ サ （ 石油ナ フ サ ） – – 100 –

【 保護具】

• ［ 呼吸器の 保護具］

◦ 有機ガス用防毒マ スクを着用す る 。

◦ 密閉さ れ た場所で は 送気マ スクを着用す る 。

• ［ 手の 保護具］

◦ 有機溶剤又は 化 学薬品が 浸透し な い 材質の 手袋を着用す る 。 特に ケト ン 系、 エ ステ ル系の 強溶剤主体の 製品を扱う 場合、 ポ リ ウ
レタ ン 材質、 天然ゴ ム 材質の 耐溶剤手袋を着用す る か 、 ＭＳＤＳ記 載成分に 耐え る 適切な 手袋をカ タ ロ グよ り 選び 着用す る 。

• ［ 目の 保護具］

◦ 取り 扱い に は 保護メ ガネ を着用す る こ と 。

• ［ 皮膚及び 身体の 保護具］

◦ 取扱う 場合に は 、 皮膚を直接曝さ せ な い よ う な 衣類を付け る こ と 。 ま た化 学薬品が 浸透し な い 材質で あ る こ と が 望ま し い 。
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9 物理及び 化 学的性質

【 化 学物質等の 外 観】

• ［ 物理的状態］ ( 　) 気体、 (○) 液体、 ( 　) 固体
• ［ 色］ 無色透明

• ［ 臭い ］ 溶剤臭

• ［ pH 及び そ の 濃度］ 情報を有し て い な い
• ［ 沸点］ 77 ℃ ～ 180 ℃
• ［ 融点、 凝固点］ 情報を有し て い な い

• ［ 引火 点］ 14 ℃
• ［ 発火 点］ 272 ℃
• ［ 爆発範囲］ 0.6 ％ ～ 15 ％
• ［ 蒸気圧］ 10000Pa
• ［ 蒸気密度］ 情報を有し て い な い

• ［ 密度］ 0.87/20 ℃
• ［ 溶解 度］ 情報を有し て い な い

• ［ n-オクタ ノ ー ル／ 水分配係数］ 情報を有し て い な い
• ［ 分解 温 度］ 情報を有し て い な い

10 安定性及び 反応性

【 安定性】

• 通常の 温 度、 圧力の 条件下 で は 安定で あ る 。

【 特定条件下 で 生じ る 危険な 反応】

• ［ 避け る べ き 材料］

◦ 酸化 剤。

• ［ 危険有害 な 分解 生成物］

◦ 情報を有し て い な い 。

11 有害 性情報

【 急性毒性】

化 学名 LD50（ 経皮） LC50（ 吸入） LD50（ 経口）
　 　蒸気 　 　 粉塵、 ミ スト

mg/kg mg/`/1H mg/kg
エ チ ルベ ン ゼ ン 15400 4000 – 3500
メ チ ルイソ ブ チ ルケト ン 3000 2000 – 2919
プロ ピ レン グリ コー ルモ ノ メ チ ルエ ー テ ルアセ テ ー ト – – – –
ト ルエ ン 12000 4800 – 4800
酢酸ノ ルマ ル－ ブ チ ル 17600 2000 1.85 14130
キシ レン 4350 6700 – 3500
酢酸エ チ ル 18000 14620 – 5000
低沸点芳香族ナ フ サ （ 石油ナ フ サ ） – – – 4700
エ チ ル 　３－ エ ト キシ プロ ピ オネ ー ト – – – –
１、 ２、 ４－ ト リ メ チ ルベ ン ゼ ン – – – –

【 注】 –は 情報を有し て い な い こ と を示す 。
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【 皮膚腐食性／ 刺激性】

エ チ ルベ ン ゼ ン : 区分 3
ト ルエ ン : 区分 2
酢酸ノ ルマ ル－ ブ チ ル : 区分 3
キシ レン : 区分 2
低沸点芳香族ナ フ サ （ 石油ナ フ サ ） : 区分 2
エ チ ル 　３－ エ ト キシ プロ ピ オネ ー ト : 区分 3
【 眼 に 対す る 重篤な 損傷／ 刺激性】

エ チ ルベ ン ゼ ン : 区分 2B
プロ ピ レン グリ コー ルモ ノ メ チ ルエ ー テ ルアセ テ ー ト : 区分 2A
ト ルエ ン : 区分 2B
酢酸ノ ルマ ル－ ブ チ ル : 区分 2B
キシ レン : 区分 2A
酢酸エ チ ル : 区分 2B
低沸点芳香族ナ フ サ （ 石油ナ フ サ ） : 区分 2A
エ チ ル 　３－ エ ト キシ プロ ピ オネ ー ト : 区分 2B
【 発が ん 性】

エ チ ルベ ン ゼ ン : 区分 2
【 生殖毒性】

エ チ ルベ ン ゼ ン : 区分 1B
ト ルエ ン : 区分 1A
キシ レン : 区分 1B
低沸点芳香族ナ フ サ （ 石油ナ フ サ ） : 区分 1B
【 特定標的臓器／ 全身毒性－ 単回 ば く 露】

エ チ ルベ ン ゼ ン : 区分 2(中枢神経系)、 区分 3(気道刺激性)
メ チ ルイソ ブ チ ルケト ン : 区分 3(気道刺激性、 麻酔作用)
ト ルエ ン : 区分 1(中枢神経系)、 区分 3(気道刺激性、 麻酔作用)
酢酸ノ ルマ ル－ ブ チ ル : 区分 1(中枢神経)、 区分 2(呼吸器系)、 区分 3(呼吸器への 刺激の お そ れ )
キシ レン : 区分 1(呼吸器、 肝臓、 中枢神経系、 腎臓)、 区分 3(麻酔作用)
酢酸エ チ ル : 区分 1(呼吸器系)、 区分 3(眠気お よ び め ま い の お そ れ )
低沸点芳香族ナ フ サ （ 石油ナ フ サ ） : 区分 1(臓器（ 呼吸器、 肝臓、 中枢神経系、 腎臓） の 障害 )、 区分 3(眠気お よ び め ま い の お そ れ )
エ チ ル 　３－ エ ト キシ プロ ピ オネ ー ト : 区分 1
【 特定標的臓器／ 全身毒性－ 反復ば く 露】

メ チ ルイソ ブ チ ルケト ン : 区分 1(全身毒性)
ト ルエ ン : 区分 1(中枢神経系、 腎臓、 肝臓)
キシ レン : 区分 1(呼吸器、 神経系)
低沸点芳香族ナ フ サ （ 石油ナ フ サ ） : 区分 1(長期な い し 反復暴露に よ る 臓器（ 呼吸器、 神経系） の 障害 )
エ チ ル 　３－ エ ト キシ プロ ピ オネ ー ト : 区分 1
【 吸引性呼吸器有害 性】

メ チ ルイソ ブ チ ルケト ン : 区分 2
ト ルエ ン : 区分 1
キシ レン : 区分 2

12 環境影響情報

• 漏洩、 廃棄な ど の 際に は 、 環境に 影響を与え る 恐れ が あ る の で 、 取り 扱い に 注意す る 。 特に 、 製品や 洗浄水が 、 地面、 川や 排水溝に
直接流れ な い よ う に 対処す る こ と 。

• ［ 残留性／ 分解 性］ エ チ ルベ ン ゼ ン :良分解 性：81-100 ％ (2 週/化 審法既存調査)
メ チ ルイソ ブ チ ルケト ン :良分解 性：84 ％ (2 週/化 審法既存調査)
ト ルエ ン :良分解 性：100 ％ (2 週/化 審法既存調査)
１、 ２、 ４－ ト リ メ チ ルベ ン ゼ ン :難分解 性：4-18 ％ (4 週/化 審法既存調査)

• ［ 蓄積性］ １、 ２、 ４－ ト リ メ チ ルベ ン ゼ ン :濃縮倍率の 例:275 倍 (8 週)
• ［ 生態毒性］ ト ルエ ン :TLm(24、 96h、 各 種魚類)=10-60mg/L
１、 ２、 ４－ ト リ メ チ ルベ ン ゼ ン :LC50(48h、 ヒ メ ダ カ )=18mg/L
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13 廃棄上の 注意

【 残余廃棄物】

• 廃棄物は リ サ イクル等に よ り で き る だ け 排出量を削減す る こ と が 望ま し い が 、 止むをえ な い 場合は 法に も と づ き 処理す る 。

• 化 学物質を含む製品、 容器等の 廃棄物は 、 許可 を受け た産業廃棄物処理業者と 委託契約をし て 処理をす る 。

• 容器、 機器装置等を洗浄し た排水等は 、 地面や 排水溝へそ の ま ま 流さ な い こ と 。

• 廃棄物等を焼却処理す る 場合に は 、 大気汚染防止法、 廃掃法、 ダ イオキシ ン 特別措置法及び 都道府県条例に も と づ き 処置す る 。

• 排水処理、 焼却な ど に よ り 発生し た廃棄物に つ い て も 、 廃棄物の 処理及び 清掃に 関す る 法律及び 関係す る 法規 に 従っ て 処理を行う か 、
委託をす る こ と 。

• 廃棄物は 、 都道府県条例に も と づ い て 処理す る こ と 。

• 使用済みの 容器は 、 一定の 場所を定め て 集積す る 。 　

【 汚染容器お よ び 包装】

• 許可 を受け た産業廃棄物処理業者と 委託契約をし て 処理をす る 。

• 空容器は 内容物を完全に 除去し て か ら処分す る 。

14 輸送上の 注意

【 輸送に 関す る 規 制及び 分類に 関す る 情報】

• ［ 陸上輸送］

◦ 荷 送り 人は 運送者に 運搬注意書（ イエ ロ ー カ ー ド 等） を交付す る 。

◦ 消防法、 労働安全衛生法、 毒劇物法に 該 当す る 場合は 、 そ れ ぞ れ の 該 当法律に 定め られ る 運送方法に 従う こ と 。

• ［ 海 上輸送］

◦ 船舶安全法に 定め る と こ ろ に 従う こ と 。

◦ 個品輸送の 場合、 海 洋汚染防止法対象
MARINE POLLUTANT Label を貼付す る

• ［ 航空輸送］

◦ 航空法に 定め る と こ ろ に 従う こ と 。

• ［ そ の 他］ –
• ［ 国連番号］ 1263
• ［ 指針番号］ 128
• ［ 輸送の 特定の 安全対策及び 条件］

◦ 取扱い 及び 保管上の 注意の 項の 記 載に 従う こ と 。

◦ 容器に 漏れ の 無い こ と を確か め 、 転倒、 落下 、 損傷が な い よ う に 積み込み、 荷 崩れ 防止を確実に 行う こ と 。

15 適用法令

• 使用に お い て 、 都道府県条例に 該 当の 場合、 条例に も と づ き 取り 扱う こ と 。

• 消防法 　 　 　 　 　：第４類 　第１石油類（ 非水溶性）

• 船舶安全法 　 　 　：引火 性液体類

• 労働安全衛生法 　：施行令別表 1-4 危険物 　引火 性の 物

• 労働安全衛生法 　：第５７条 　名称表示物質

• 労働安全衛生法 　：有機溶剤中毒予防規 則 　第２種有機溶剤等

• 化 学物質管理促進法（ ＰＲＴＲ法） 　：特定第１種指定化 学物質を除く 第１種指定化 学物質

• 労働安全衛生法 　：第５７条の ２ 　通知対象物

• 海 洋汚染防止法 　：海 洋汚染物質
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16 そ の 他の 情報

【 引用文献】

• 日本塗料工業会 編集「 原材料物質デ ー タ ベ ー ス」

• オー ム 社：溶剤ポ ケッ ト ブ ッ ク危険防災救急便覧

• 国際化 学物質安全カ ー ド （ ＩＣＳＣ）

• 丸善：ザ ッ クス有害 物質デ ー タ ブ ッ ク

• 中央 労働災害 防止協会 ：化 学物質の 危険・ 有害 便覧

• ＲＴＥＣＳ：Resistry of Toxic Effects of Chemical Substances
• ＡＣＧＩＨ：Threshold Limit for Chemical Substances and Physical Agents
• 日本ケミ カ ルデ ー タ ベ ー ス製物質デ ー タ ベ ー ス

注意

記 載の デ ー タ や 評価 に 関し て は 、 い か な る 保証をな す も の で は あ り ま せ ん 。 ま た、 記 載事項は 通常の 取り 扱い を対象と す る も の で す の で 、
指定さ れ た用途、 用法以外 に は 使用し な い で く だ さ い 。 記 載内容は 、 現時点で 入手で き た資料や 情報に も と づ い て 作成し て お り ま す が 、 今
後法律、 規 則等の 改 正、 新たな 知見及び 試験等に よ り 改 正す る こ と が あ り ま す 。
な お 、 こ の 「 化 学物質等安全デ ー タ シ ー ト 」 は 日本国内に お い て の み適用す る も の と し ま す 。
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